翻訳者ひと言

本書との出会いは、2年前のある日、書店の店頭だった。著者の丸山さんとは数十年来の知り合いであったが、地球科学の最先端で世界をリードし、目を瞠るような新しい見方を次々と打ち出している途方も無い研究者である。東工大の大教授でありながら、つい数年前まで、自宅に帰る時間を惜しんでいつも研究室に寝泊りしていたとの話も知る人ぞ知るところだった。

そんな猛烈に忙しい彼が、“専門外”のような分野の一般書を書いていることにまずは驚かされた。店頭でぱらぱらと見て直ぐに購入し、電車の中で読み始め、引きずり込まれて、その日のうちにざっと読み通してしまった。

当時世間でやかましかった地球温暖化論に、過去の地球の機構変動を踏まえた議論が殆どないことに欲求不満がつのっていた私には、この本の１頁１頁が心から同感できる感じだった。読み終えて感動しばし、その後１週間うちに地質学雑誌に書評を送った。

その後、この書はどうしても世界に広めなければならないと思い、丸山さんの賛同を得て英訳を開始した。英訳を始めてみると本書はいかにも超特急で書かれ、大事なところが抜けているなど、問題点もあることがわかってきた。これには共訳者との７回にもおよぶ英語添削も大いに寄与するところがあった。これを踏まえて著者と４回の合宿討議を行い、初版を大改定する英語版となった。

この間、世界の友人らに本書の翻訳を呼びかけたところ、ブラジルの友人杉尾憲一郎教授が早速にポルトガル語訳を引き受け、すでに昨年１２月にはポルトガル語版 "Aquecimento Global?":がブラジルで出版された。このポルトガル語版をベースにスペイン語訳を始める話も持ち上がってきている。また、大改定の英語版をベースに、日本語訳も開始された。

本書に触れた私の最初の感動が、世界の人々に伝わって行く日がいずれ来ることを期待している。

2010年8月吉日

吉田勝

